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認定中心市街地活性化基本計画の最終フォローアップに関する報告 

 

平成２８年５月 

北見市（北海道） 

全体総括 

○計画期間；平成２３年３月～平成２８年３月（５年） 

 

１．計画期間終了後の市街地の状況（概況） 

本市では、平成 23年 3月に本計画が内閣総理大臣の認定を受け、「オホーツク圏の中核都市にふさ

わしい経済・文化・医療・商業の集約によるコンパクトなまちづくり」を基本理念に掲げ、駅前周辺エリア

（複合交通・地域交流拠点）、北見赤十字病院周辺エリア（高度医療・災害時支援拠点）、中央大通沿エ

リア（骨格軸）を 2 拠点 1 軸として、北見市や北見商工会議所、北見市商店街振興組合等を中心に 41

事業を計画し、うち 39 事業を実施（継続的な実施や着手を含む）した。 

高度医療・災害時支援拠点では、北見赤十字病院本館が平成 26 年 12 月にオープンし、さらに道立

北見病院の移転工事が進んでおり、効率的・安定的な高度医療提供体制の整備が進んでいる。  

また、赤十字病院前に位置する小公園においては、バリアフリー化や噴水のリニューアル、さらに災害

時の医療支援スペース、災害備蓄庫、災害時対応トイレなどの整備が行われ、市民の憩いの場のみな

らず、圏域住民の安全・安心の拠点が構築された。 

複合交通・地域交流拠点では、中央図書館が平成27年 12月 23日にオープンし、平成 28年 1月か

ら 3月までの来館者数が約 98,000 人と前年同月期と比べ約 4倍の来館状況となるなど、中心市街地へ

の来街機会の増加が図られ、学生をはじめ市民の教養の場として多くの市民でにぎわっている。 

中央大通沿・骨格軸では、民間を中心とした再開発構想策定を予定していたが、具体的な策定には

至らなかった。しかし、平成 27 年後半から北見駅前の未利用地にホテル建設が着工されるなど、当エリ

アへの民間投資が活発になる兆しが感じられる。 

 

 

２．計画した事業は予定どおり進捗・完了したか。また、中心市街地の活性化は図られたか（個別指標

毎ではなく中心市街地の状況を総合的に判断） 

 

【進捗・完了状況】 

①概ね順調に進捗・完了した ②順調に進捗したとはいえない 

 

【活性化状況】 

①かなり活性化が図られた   

②若干の活性化が図られた 

③活性化に至らなかった（計画策定時と変化なし） 

④活性化に至らなかった（計画策定時より悪化） 

 

 

３．進捗状況及び活性化状況の詳細とその理由（２．における選択肢の理由） 

基本計画に位置付けた 41 事業のうち、39 事業を実施しており、約 95％の実施率であり、概ね事業が

順調に進捗した。 

一方で、全国の地方都市で見られる人口減少は、当市においても例外ではなく、平成 23 年度から 27

年度までに 3,711 人（約 3％）減少し、経済状況も悪化（当市の全産業事業者数／6,178＜平成 21 年度

＞⇒5,944＜平成 26 年度＞）するなど、当市を取り巻く環境は厳しい状況が続いているため、事業の実

施による目標指標の達成には至らなかった。 

しかし、そのような状況の中で、中心市街地活性化基本計画における各種事業を着実に実施すること

により、歩行者通行量では、直近の対前年比（H26-H27）で同水準を保ち、また、居住人口においても前

年（H26-H27）を上回る実績となるなど、事業の効果は徐々に出現し始めていると考えられる。 
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また、商店街の空き店舗を活用したテレワークセンターが開設され、都市部の企業の誘致や移住を誘

導する施策が展開されるなど、官民が一丸となって中心市街地の活性化及び地域経済の活性化に取り

組む姿勢が醸成されたことは、中心市街地活性化基本計画に取り組んだ効果のひとつと考えられる。 

 

 

４．中心市街地活性化基本計画の取組に対する中心市街地活性化協議会の意見 

【活性化状況】 

①かなり活性化が図られた 

②若干の活性化が図られた 

③活性化に至らなかった（計画策定時と変化なし） 

④活性化に至らなかった（計画策定時より悪化） 

 

【詳細を記載】 

基本計画に位置付けられた４１事業のうち３９事業が実施され、駅前周辺エリア（複合交通・地域交流

拠点）、北見赤十字病院周辺エリア（高度医療・災害時支援拠点）、中央大通沿エリア（骨格軸）の 2 拠

点1軸における２拠点の事業は概ね推進されたが、平成３２年度に完成が予定されている「市庁舎」の移

転に伴う中心市街地の核施設である「まちきた大通りビル」の利活用策等の早期整備が望まれる。 

また、中央大通沿・骨格軸においては計画期間内における再開発構想策定には至らなかったが、ホ

テル建設や同地区におけるオフィスビル建設の動きが予定されており、今後さらに民間投資を促す行政

施策と官民連携による取り組みが必要であり、波及性及び実効性の高い事業を企画・推進していく事が

重要となる。 

北見市においても人口減少等の影響により、目標に掲げた「交流人口の拡大」、「居住人口の拡大」

の目標達成には至っていないが、その要因がどこにあるのか徹底的な掘り起こしが必要である。そういっ

た中、中心商店街における「まちゼミ」等新たなソフト事業よる賑わい創出の動きが始まったことは、中心

市街地活性化基本計画に取組んだ効果によるものと考えられる。 

 

 

５．市民意識の変化 

【活性化状況】 

①かなり活性化が図られた 

②若干の活性化が図られた 

 ③活性化に至らなかった（計画策定時と変化なし） 

④活性化に至らなかった（計画策定時より悪化） 

 

【詳細を記載】 

北見商工会議所が、今後の中心市街地活性化を推進するため、中心市街地の来街者や世代ごとに

ニーズ調査（アンケート及びヒアリング）を実施した。 

（１）調査方法 

ア）ヒアリング調査 

① 調査手法：世代ごとにグループヒアリングを実施 

平成２６年１０月２７日（月）：３０～４０代（子育て世代・８名） 

平成２６年１１月１５日（土）：５０～８０代（シニア世代・８名） 

        〃       ：商店事業者・５名 

平成２７年２月１７日（火）：２０代～３０代（若者世代・９名） 

② 調査内容：次のとおり 

中心市街地の問題点や意見 

今後の商店街のあり方について 等 

 

イ）来街者アンケート調査 

① 調査手法：駐車場利用者に対するアンケート調査 

平成２６年７月２１日・２２日（回答数９６） 
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平成２７年１月１５日（回答数１１１） 

② 調査内容：次のとおり 

来街目的、来街頻度、利用人数、訪問先、滞在時間 

中心市街地に関する要望 等 

 

（２）調査結果 

現在の中心市街地について、過去に商店街に活気があった時代と比較すると、現在はニーズに合っ

た店舗や施設が少なく魅力が感じられないことや、駐車場の利便性の低さなどから、中心市街地から足

が遠のいていることに不満を抱いている市民が多いことが窺えた。特に、若者や子育て世代のニーズに

対するギャップが大きく、来街者の減少の一因となっていることが窺えた。 

 一方で、中心市街地に対する各世代の要望は多く、例えば、若者世代では中心市街地でのイベント

やレジャー施設の展開、子育て世代では子育てサークルの場や託児所、駐車場の整備、高齢者世代で

は気軽に休憩できる場所の整備を求める声が多く、中心市街地の魅力の向上に対する期待は大きいと

思われる。（詳細を本報告書の末尾に記載する。） 

 

 

６．今後の取組 

基本計画に位置づけた事業はおおむね順調に実施したものの、大型事業である市庁舎の建設を含

めたまちきた大通ビルの整備が期間内に実施できなったことが、目標を達成できなかった一因と考えて

いる。 

今後、積み残しとなったまちきた大通ビル整備事業や市庁舎整備事業のほか、新たにバスターミナル

整備事業を含め、平成32年度までに北見駅周辺の整備事業が完了する予定である。また、借上市営住

宅を平成 35年度までにさらに 60 戸整備する予定であり、中心市街地の歩行者通行量や居住人口は増

加すると期待している。中心市街地活性化協議会との連携を図りながら、ハード事業だけでなく、ソフト

事業のさらなる充実も合わせて検討し、北見市の顔として、魅力ある中心市街地づくりに引き続き努め

る。 

 

（参考） 

各目標の達成状況 

目標 目標指標 基準値 目標値 
最新値 

達成状況 
（数値） （年月） 

都市機能の充実によ
るにぎわい創出 

週末歩行者通行

量 

7,573人 

(H21) 

7,800人 

(H27) 

5,785 人 

(H27) 
H27.10 C 

居住環境の整備等に
よるまちなか居住の
促進 

居住人口 
4,422人 

(H21) 

4,500人 

(H27) 

4,480 人 

(H27) 
H27.10 B 

 

注）達成状況欄  （注：小文字のａ、ｂ、ｃは下線を引いて下さい） 

 

Ａ（計画した事業は概ね予定どおり進捗・完了。さらに、最新の実績でも目標値を超えることができた。） 

ａ（計画した事業は予定どおり進捗・完了しなかった。一方、最新の実績では目標値を超えることができた。） 

Ｂ（計画した事業は概ね予定どおり進捗・完了。一方、最新の実績では基準値は超えることができたが、目標値には及ばず。） 

ｂ（計画した事業は予定どおり進捗・完了しなかった。また、最新の実績では基準値を超えることができたが、目標値には及ばず。） 

Ｃ（計画した事業は概ね予定どおり進捗・完了。一方、最新の実績では目標値および基準値にも及ばなかった。） 

ｃ（計画した事業は予定どおり進捗・完了しなかった。また、最新の実績では目標値および基準値にも及ばなかった。） 
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個別目標 

「週末歩行者通行量」※目標設定の考え方基本計画 P53～P59参照 

１．調査結果の推移 

 
 
※調査方法：週末歩行者通行量（毎年１０月実施） 

※調査月：平成２７年１０月９日（金）～１１日（日）実施 

※調査主体：北見商工会議所 

※調査対象：中心市街地来訪者（調査ポイント＝中心市街地の５箇所） 

 

 

２．目標達成に寄与する主要事業の計画終了後の状況（事業効果） 

①．市立中央図書館整備事業（北見市） 

支援措置名及び

支援期間 

社会資本整備総合交付金（暮らし・にぎわい再生事業） 

平成 23 年度～平成 27年度 

事業開始・完了

時期 

平成 23 年度～平成 27年度【済】 

事業概要 市立中央図書館の老朽化・狭隘化に伴い、公共交通機関等の利便性が

高く、まちなかのにぎわい創出が期待できる中心市街地に当施設の移転整

備を行った。 

目標値・最新値 （目標値） 654 人 

徒歩等来館者 109 人/日×2回[往復]×3日[調査日数] 

（最新値）3,546 人 

徒歩等来館者 591 人/日×2回[往復]×3日[調査日数] 

達成状況 目標達成 

達成した（出来

なかった）理由 

公共交通機関の利便性の良い中心市街地に立地したことにより、高齢者

や学生が来館しやすくなったこと、また、蔵書数の充実や市民がゆっくりと

滞留できる空間を確保し、魅力が向上したことにより、来館者数が見込みよ

りも増加したと考えられる。 

計画終了後の状

況（事業効果） 

中央図書館の 1 日平均入館者数は 1,395 人となり、うち、徒歩や公共交

通機関等の利用による来館者は 591 人（42.4％）と算定され、目標値より

482人増加した。供用開始が平成27年12月であったことから、歩行者通行

量の測定に反映されていないが、来街者の増加に大きく寄与していると考

えられる。 

事業の今後につ

いて 

実施済み 

 

 

年 数値（単位：人） 

H21 （基準値）7,573 

H22 8,715 

H23 6,952 

H24 5,977 

H25 6,539 

H26 5,788 

H27 5,785 

（目標値）7,800 
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②．市借上市営住宅整備事業（北見市） 

支援措置名及び

支援期間 

社会資本整備総合交付金（地域住宅計画に基づく事業） 

平成 24 年度 

事業開始・完了

時期 

平成 23 年度～平成 24年度【済】 

事業概要 中心市街地内に民間が整備した集合住宅を市営住宅として借上げるこ

とにより、まちなか居住を推進した。 

目標値・最新値 （目標値） 690 人 

居住者数 230 人×買い物日数 1.5 日×2回[往復] 

（最新値） 582 人 

居住者数 194 人×買い物日数 1.5 日×2回[往復] 

達成状況 目標未達成 

達成した（出来

なかった）理由 

本事業により増加した入居者数は 151 人（目標 178 人）、民間の新築戸

建住宅により増加した居住者は43人（目標52人）となり、目標を達成しなか

った。 

この要因としては、北見市住宅マスタープランの見直しにより、本計画期

間内に整備する借上市営住宅の供給戸数が 13 戸少なくなったことや世帯

あたりの居住者数が2.04人（計画2.35人）と計画時点より減少したことが挙

げられる。また、厳しい経済状況から民間の住宅投資が十分に誘発されな

かったことも考えられる。 

計画終了後の状

況（事業効果） 

少子高齢化に伴う自然減により、居住人口の減少が進んでいる。 

事業の今後につ

いて 

平成 35 年度までにさらに 60 戸を整備する予定である。 

 

③．北見赤十字病院整備事業（北見赤十字病院） 

支援措置名及び

支援期間 

・社会資本整備総合交付金（暮らし・にぎわい再生事業） 

平成 22 年度～平成 27年度 

・医療施設近代化施設整備事業費補助金 

平成 22 年度～平成 27年度 

事業開始・完了

時期 

平成 22 年度～平成 27年度【済】 

事業概要 北見赤十字病院は、老朽化が著しく、分館方式により増築が重ねられた

ため、各館を繋ぐ導線が複雑化などで迅速な医療活動に支障がでているこ

とから、高次医療圏の中核病院として、都市機能の集積した交通アクセス

の整っている中心市街地での病院を整備した。 

目標値・最新値 （目標値） 40人 

外来患者増加数 25人×来街率 9.8％＝2 人 

研修室等の院外利用者増加数 391人×来街率 9.8％＝38人 

（最新値） 12人 

  外来患者増加数 26人×来街率 9.8％＝3 人 

  研修室等の院外利用者増加数 92人×来街率 9.8％＝9 人 

達成状況 目標未達成 

達成した（出来

なかった）理由 

新病院の建設により、1 日平均外来患者数が 1,192 人となり、基準時より

26 人増加（目標値 25 人）し、歩行者通行量の増加目標を達成した。 

しかし、研修室等の院外利用者は、研修室が既存病棟の増築部分に展

開され、その供用開始は平成 27 年 11 月であったことから、約 5 ヶ月間（平

成 27 年 11 月から平成 28 年 3 月末日）の利用者数の算入となったため、

歩行者通行量の増加目標に達しなかった。 

計画終了後の状 病院オープンによる外来患者は一定して推移しており、通院による来街
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況（事業効果） 者は安定的に推移していくと思われる。 

事業の今後につ

いて 

実施済み 

 

④．中心市街地活性化施設「まちきた大通ビル」整備事業（北見市） 

支援措置名及び

支援期間 

社会資本整備総合交付金（暮らし・にぎわい再生事業） 

平成 24 年度～平成 26年度 

事業開始・完了

時期 

平成 23 年度～平成 26年度 

事業概要 まちきた大通ビルは、合併後の新北見市の中心市街地の中核をなし、行

政機能、商業施設、バスターミナルの 3 つの機能をあわせもつ複合施設と

して平成 20 年にオープンした。市民のにぎわいの場として、市民交流広場

を設置し、市民が自由に憩える集客施設として環境整備を行う。 

目標値・最新値 （目標値） 55 人 

（最新値）  0 人 

達成状況 目標未達成 

達成した（出来

なかった）理由 

まちきた大通ビルの行政機能の整備において、その利便性や機能性

が十分に確保できないことや、工事期間中、既存店舗の営業への支障

が避けられないことなど、解消困難な課題があることから、事業を計

画どおり進めることは難しいと判断し、事業内容を変更した。このた

め、基本計画内に事業は実施されなかった。 

計画終了後の状

況（事業効果） 

事業未了（計画中） 

事業の今後につ

いて 

 複合交通・地域交流拠点の新たな整備計画に基づき、当ビル周辺の面

的整備とともに当ビルの利活用方法を現在検討している。 

 

 

３.今後について  

 本計画に位置付けられ整備された中央図書館や北見赤十字病院は、それぞれの施設には目標を上回

る実績を記録した一方で、週末歩行者通行量が目標値に到達しなかった。このことは、各施設の事業完

了時期が計画期間の後半であったことや通行量の測定後に完了した事業があるなど、効果が測定値に

十分に反映できていないことが考えられるが、まちなかへの回遊性を高める仕掛けが不十分であったこと

も一因と考えている。 

今後、ＪＲ北見駅前周辺にバスターミナルの移転や新市庁舎の建設などの大型事業が予定されてお

り、さらなる集客基盤の整備が行われることから、ソフト事業と連携を図り、整備施設の集客性をしっかりと

地域経済の活性化につなげていきたい。 
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個別目標 

「居住人口」 ※目標設定の考え方基本計画 P60～P63参照 

１．調査結果の推移 

 
 
※調査方法：中心市街地区域での住民基本台帳登録人口 

※調 査 月：毎年１０月末 

※調査主体：北見市 

※調査対象：中心市街地区域内居住者 

 

２．目標達成に寄与する主要事業の計画終了後の状況（事業効果） 

①．市借上市営住宅整備事業（北見市）（再掲） 

支援措置名及び

支援期間 

社会資本整備総合交付金（地域住宅計画に基づく事業） 

平成 24 年度 

事業開始・完了

時期 

平成 23 年度～平成 24年度【済】 

事業概要 中心市街地内に民間が整備した集合住宅を市営住宅として借上げるこ

とにより、まちなか居住を推進した。 

目標値・最新値 （目標値） 230 人 

 借上市営住宅 178 人＋民間住宅 52 人 

（最新値） 194 人 

 借上市営住宅 151 人＋民間住宅 43 人 

達成状況 目標未達成 

達成した（出来

なかった）理由 

本事業により増加した入居者数は 151 人（目標 178 人）、民間の新築戸

建住宅により増加した居住者は43人（目標52人）となり、目標を達成しなか

った。 

この要因としては、北見市住宅マスタープランの見直しにより、本計画期間

内に整備する借上市営住宅の供給戸数が 13 戸少なくなったことや世帯あ

たりの居住者数が2.04人（計画2.35人）と計画時点より減少したことが挙げ

られる。また、厳しい経済状況から民間の住宅投資が十分に誘発されなか

ったことも考えられる。 

計画終了後の状

況（事業効果） 

少子高齢化に伴う自然減により、居住人口の減少が進んでいる。 

事業の今後につ

いて 

平成 35 年度までにさらに 60 戸を整備する予定である。 

 

 

年 数値（単位：人） 

H21 （基準値）4,422 

H22 4,505 

H23 4,570 

H24 4,616 

H25 4,580 

H26 4,445 

H27 4,480 

（目標値）4,500 
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３.今後について  

本計画に位置付けられ整備された借上市営住宅は、目標値に到達しなかった。このことは、市営住宅

の供給戸数が計画より減少したことや、市全体にも見られる自然減による人口減少が大きかったことが考

えられる。また、民間の住宅投資が十分に誘発されていないことも公示地価の下落傾向から窺える。 

今後は、さらに少子高齢化が進むことが見込まれることから、買い物環境の充実や公共交通の利便性

の向上等を地域課題として取り組むとともに、コンパクトシティを各施策と連携して進めることにより、まちな

か居住人口の増加に努めてまいりたい。 
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■ヒアリング調査 

 

 若者世代 子育て世代 シニア世代 商店街店主 

中心市街地の印象 

・高校生の時は、ミスタードーナツや服屋に行

っていた 

・昔（高校生の時など）は中心市街地で集合し

て、映画館やゲームセンター等で遊んだ 

 

・物価が高く、高齢者向けのイメージがある 

・郊外の店舗の方が物価は安い 

・小規模で入りづらい雰囲気がある 

・子どもを遊ばせる施設や行きたい場所がない 

・気軽に時間をつぶすことができる場所がない 

・子育てサークルなどをやっているが、サーク

ルの場がない 

・子供を預けてのんびりできる場所がない 

・パン屋やスイーツ店がない 

・観光客に紹介できるところがない 

・時間が潰せるような店や場所がない 

・回遊してウインドウショッピングをすると 

いう感覚がない 

・公共施設が分散していて使いづらい 

・子供や中高生が行く店や時間を潰せる 

場所がない 

 

 

・子供を遊ばせる場所がないのが悩み 

・イベントを企画してはいるがマンネリ化 

・来年には七夕まつりは廃止されてしまう 

 

中心市街地の利用 

・用事がないと中心市街地には行かない 

・中心市街地の小さな本屋よりも郊外の 

大きな書店 

・パラボに良く行く 

・コンビニを利用する 

・ドラッグストアを利用する 

・飲みに行く 

・子どもの習いごとで出かける 

・ウーピー（海外からの洋服がある） 

・和香思（和菓子屋で個室もある） 

・大丸（和菓子屋） 

・ブックキャビン（ミーティングで使用できる） 

・小西精肉店 など 

・週に 2〜3回は中心市街地に来る 

・通院で中心市街地に来るので、 

そのついでに買い物をする 

・商店街で駐車場の無料チケットをもらう 

ために、買い物をしている 

・宅配してくれる店を利用 

 

 

中心市街地にほしい

機能 

・若者が集まれる場所 

・時間を潰せる場所や施設 

・目的になるような店 

・東京の下町にあるような一体感のある商店街 

・子どもを預かってもらえるシステム 

 

・サークル活動の場 

・人々が気楽に集まれる場所 

（コミュニティスペース） 

 

・若いやる気のある人がお店を始められる 

システム作り 

・毎月、子供も大人も参加できるイベント 

 

中心市街地にほしい

施設 

・カラオケやスポーツができる、ラウンドワン

のようなレジャー施設 

・ゆっくりできるカフェ 

・ランチを楽しめるレストラン 

・雑貨店 

・夜にご飯を食べることができるお店 

・日常的にランチができる店（500円程度） 

・コーヒー店（スターバックスコーヒー） 

・映画館 

・雑貨屋 

・複合施設（子供も大人も楽しめる施設） 

・レジャー施設（ラウンドワン） 

 

・必要な分だけ購入できる量り売りのお惣菜屋 

・カフェのような気軽に休憩できる居場所 

・スポーツやバンドなどの活動場所を提供する 

交通手段 

・中心市街地は路上駐車が多いので 

運転しにくい 

・車で行きやすい場所にいってしまう 

・普段は車で移動する 

・こども連れのためドア to ドアが便利 

・パラボ駐車場やナップス駐車場などの 

立体駐車場をよく利用 

・高齢者向けの無料バスは便利 

・小型の無料バスが循環する頻度を上げる 

・駐車場は無料がよい 

・高齢者向けの無料バスにより買物に来ている 

・無料の駐車場を整備すべき 

・商店街の中に平面駐車場がほしい 

・大規模で統合された駐車場の整備が必要 

情報発信 

・インターネットで情報発信をしてほしい ・ランチMAPは知らなかった 

・インターネットで情報を発信することは 

必要である 

・北見市民のおすすめ情報誌が必要 

・ウェブサイトで情報発信がよい 

・空き店舗情報をまとめて提供する 

その他 

・中心市街地でのイベントが少ない 

・ビアガーデンやオープンカフェ、アイスキャ

ンドル、フリーマーケット等をやるとよい 

 ・大丸菓子店のようなご当地ブランドをもっと

発掘すべき 

 

・商店街組合には、人手と資金が不足 

・商店主同士のコミュニケーションや 

協力が重要 
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■ 来街者アンケート調査 

 

以下、別途記載 

問 6 

¶ 市役所・保健センター・サービスセンター 27人 

¶ パラボ（商業施設） 8人 

¶ 商店街店舗 25人 

¶ ホテル 1人 

¶ バスターミナル 1人 

¶ 病院 4人 

¶ イベント 15人 

¶ 自宅 1人 

¶ その他 4人 

 

問 8-3 

¶ 狭い 39人 

¶ 対向車とすれ違う際の危険 3人 

¶ 暗い 1人 

¶ 料金支払所がわかりにくい 1人 

¶ 急勾配で利用しづらい 2人 

 

問 10-2 

¶ パラボ（大型商業施設）しか利用しない 

¶ 商店街はあまり利用しない 

¶ ふらっと歩きたいとは思わない 

¶ 大丸（和菓子店）と銀行があるから来る 

¶ 仕事があるから来る 

¶ パラボで習い事をしているから来る 

¶ 用事があるから定期的に来る 

¶ 売れていた店は郊外で営業しているから来ない 

 

 

問 11 

¶ 商店街の店は休みが多い。閉店時間も早い。 

¶ 飲食店の充実 

¶ 商店街のオーナーがやる気がない 

¶ 市役所が取得して再開発してほしい 

¶ 年配の人に対する配慮をしてほしい。住みづらい。 

¶ パラボの駐車場の利便性は良い 

¶ 駐車場がもっとほしい 

¶ 活気づいてくれたらうれしい 

¶ 駐車場が少ない 

¶ 人が少なくて寂しい 

¶ 狭い駐車場は利用したくない 

¶ 北見が盛り上がってほしい 

¶ 商店を一軒一軒出入りするのは手間である 

¶ 店舗ごとの駐車場が必要 

¶ 空きスペースを若者に貸して活性化してほしい 

¶ 行政が介入して若者を応援する体制をつくってほしい 

¶ 目的地に近い駐車場がない 

¶ 中心地に大きな駐車場がほしい 

¶ まちなかにもっと買い物できる大きな施設があると良

い 

¶ 広い駐車場がほしい 

¶ まちなかがもっとにぎわってほしい 

¶ 駐車場の管理を一体的に統一すべきである 

¶ 古い店舗が多く、気軽に店を見ながら時間をつぶせる場

所が少ない。 

¶ 若者がもっと遊べる場所がほしい 

¶ 街に特徴がほしい 

¶ 駐車場を大きくしてほしい 
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以下、別途記載 

問 6 

¶ 市役所・サービスセンター・ジョブサポートセンター 7人 

¶ パラボ（商業施設） 24人 

¶ 商店街店舗 24人 

¶ ホテル 3人 

¶ バスターミナル 2人 

¶ 病院 9人 

¶ 自宅 2人 

¶ その他 26人 

 

問 8-3 

¶ 狭い 50人 

¶ 対向車とすれ違う際の危険 3人 

¶ 暗い 7人 

¶ 料金支払所がわかりにくい 1人 

¶ 急勾配で利用しづらい 2人 

¶ 混雑していて利用しづらい 1人 

¶ 動線がわかりづらい 2人 

 

問 10-2 

¶ 魅力的な店がほしい 

¶ 大丸と銀行があるから来る 

 

 

問 11 

¶ 車いすでも利用できるバリアフリーなまち 

¶ おしゃれな店がほしい 

¶ 宣伝不足である 

¶ 道路や駐車場を広くしてほしい 

¶ 目当ての店に駐車しやすくしてほしい 

¶ 無料の駐車場がほしい 

¶ 市役所を早く建ててほしい 

¶ 見るところがない 

¶ 子どもが喜ぶような賑やかさ 

¶ イベントがあるとよい 

¶ カフェや休憩施設がほしい 

¶ 雇用の機会を増やす（働く場を設ける） 

¶ シャッター街を解消する必要がある 

¶ 活気のあるデパートがほしい 

¶ 若い人向けの洋服店 

¶ 道幅を広くしてほしい 

¶ 交通機関を整備してほしい 

¶ 駐車スペースを整備してほしい 

¶ 除雪をこまめにしてほしい 

¶ ショッピングセンターがほしい 

¶ 土日の駐車料金を無料にしてほしい 

¶ 小さい店がほしい 

¶ 立体駐車場があると良い 

¶ アーケードのような安心して歩ける場所がほしい 

¶ 駐車場をまとめてほしい 

¶ まちなかに大きな施設を誘致すべき 

¶ 若者のアイデアを活用してほしい 

¶ 違法駐車をなくしてほしい 

¶ 面白い・魅力的な個人商店がほしい 

 

 


